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門門事業の性格
　　　一事業運営の重点指向の検討一二

守　　友　　裕
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は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　　　’
農協に対する農家の意識

農協事業の性格

信用型農協と営農指導・販売型農協との対比

農協事業運営の重点指向

　　　　　　　　　　　蜜とめと今後の課題

1　は　じ　めに
　　　　　　　　　　　　　ω
　農協をめぐる研究は近藤理論を中心として展開されてき允が紮その後蒐協同組合

は普通の企業形態の商業資本に代替し、機能としては商業資本の機能をはたすとす

襯調嗣飴の羅論醐する融聾醗欄撒諏と厩体舶徽関
謝をめぐ鯛轟どを中心とし醗展し誇旅範では濃協鍛割麓砿

嘲勲らとらえ、そ鯛野臥求猫試翫あら糠て紅哺。

　しかしながら、それらの論争の多ぐは、個々の農協の実態から出発するという形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6｝
はとらず、門門的な論議となりがちな傾向がみうけられる。

　一方、最近の農業をめぐる動琶は．規模鉱大と機械化による負債の圧力，低農産

物価格、地力問題の発生、離農多発による過疎問題の深化など．この間の大規模化

・高生産性農業という£近代化」政策の帰結として深刻な問題をなげかけている◎

　しかし、こうした困難な筆件の中でも。趨らの力で、それぞれの地域の特性を生

かした営農形態を創造し、農協ぐるみで新たな方向性を模索している所臨かなりの

数発生してきて澄り、特に稲作地盤；では生産調整終了期に入勢もその数は今後蜜す
　　　　　　　　　　　　　　（7｝
ますふえていくものと考えられる⑪

　こうした串で農協論の課題は従来の一般理論と．現実に発生してきている事態と

　　　　　　　　　　　　　　　　　一H3一



をいかに整含させ、これからの農協のあり方を考えていくかという点にあると考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝
られる。しかも農協が個別経営にとって：重要な「与件」であるという点からすれば、・

個々の農業経営にとって農協問題は重要な意味をもって翁り隊経営研究の上からも

農協問題の解明はさけては通れない位置にあるといかなけれはならない。

　そこでここでは一般理論（特に伊東勇夫氏の言う協同組合は経済的弱小老の霞衛

組織であるという「主体的欝衛機関説」を念頭において）と具体的な個々の農協の

動きを結研つけて考える媒介項として。北海道内の三農協を事例としてとりあげ、

その事業内容を地域実態に則して質の面から検討伝今後の事業運営の重点を提示

し，農協のあり方を考えて行く一つのステソプとし疫いゆ

2　農協に対する農家の意識　　　　　　　　　，

　農協の事業のあり方を考えるにあたって、まず農家が農協に対してどのような事

業をのぞんでいるかを見てみよう◎

　表1によると、事業志向の内容の第亙位は生産指導、第2位は営農資金貸付、第

3位は農産物販売となっている◎これらを階訟訴にみると、生産指導、営農資金貸

付は，規模が大きくなるにつれその要望が増しているが、農産物販売についてはそ

の要望の強さは各階層ともあ蓑りかわりがない◎つまり農産物販売事業は階層差を

問わず農家が農協に期待する事業といえるのまたヂ特にない」、ドわからない」と

いう圓答は規模が小さい方が多いが、これは従来の農協運営の中では小規模属が大

切に惑れてこなかったことの反映であるということができる◎

　さて、こうした農家の農協に対する意識にもとづいて、以下では、生産指導、営

農資金貸付、農産物販売にかかわる．営農指導事業、信用事業、販売事業を検討の

素材として：考えてみることにする。

3　農協事：業の性格

　①信用事業

　農協の信用事業は、農家余裕金の貯蓄機関と農民への融資機関という二つの役割

を持っている◎

　そこで、農家の階層別に農協貯金の年度末残額と借入金残額とを対比したのが表

　　　　　　　　　　　　　　　　　一玉玉蛋一



表1 農協の事業運営に対する農家の志向

（％）

営農資 農業資 農曰物 農納物 生　塵 各　種 特に わから
その他

金貸付 材購買 販　売 加　工 旛　導 施　殼 ない ない

北海道 16．6 3．3 9．8 L6 28β 3．9 3．ワ 29．◎ 2．2

～　Ilユ罰 6．1 1．5 3．◎ 9．1 3．0 ワ1．2 6ユ

1～　2 10．8 6．9 Ω　？．8 1．0 11．8 2．o 4．9 弱8．0 6．8

2～　3 11．6 2．o 13．6 0．？ 23．1 s．4， 2．？ 38ユ 2ユ

3～　5 主6．3 2．5 11．Q 1痴 28．5 4．a 4．8 28．5 2．G

5～　7 1？．5 3．9 6．4 L5 33．a 6．9 3．9 2嵐5 2．1

7～1◎ 21．2 3．9 10．1 2．2 3嵐6 2．2 2．2 2α1 2．4・

10～15 22．i 5．3 1L5 1．8 3？潟 2．ワ ◎．9 12．塘 α9

15～20

20～

「農業経営に関する意識調査結果（北海道編）」 （昭和噛・露年度）

《金道・三65？戸拙繊調査）

、表2 農協貯金と借入金（年度末残高）
（単位】00G円）

全農家 2．Oha未瀬 2．0～3．⑪ 3．6～5．0 5．⑪～？．0 ？．0～三甑0 10，0以上

農協貯金 1？93．1 14，16．7 1659β 1677．6 2275．5 18？？漁 18愚颪8

財政資金 玉02L？ ・18β 39G9 836．愚 8？6．喚 12蛋6．6 2蛋35．8借入金

農協系統資金 995．5 299．？ 584．4 8⑪9．1 115？β 1塗3？ユ 1632．？

計 201？．2 318．5 9？5．3 164・5．5 2033．7 2s83．？ 4068．5

・「農家経済調査」　（昭和曇？年慶）よ診作成

・ただし、銀行等からの借入は除いてある。

。対象は北海道のみ。

表3 農家の営農資金利用実績と志向（総合農協分）
（％）

北海道
1ha
｢こF 1～2 2～3 3～5 5～7 7～lo 10～玉5 15以上

いつでも十分
@かしてぐれる

小1．2 7．6 15．7 32．6 4？．3 52．5 41．9 垂9，6

必要分かさない 29．9 10．6 露8．強 32．0 26．2 2遷，，◎ 曲0．0 37講

。出所は表1と同じ
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3である。

　これによると北海道では農協への欝金は5～？ha規模の農家をピークとして中上

層の額がやN多いが、全体として階層差はさほど大きくはない◎

　農家の借入傘（農協からみれば貸付金）は階層闘に極端な差があり、上層ほどそ

の額が多く、財政資金ではその傾向が特に著しい◎

　次いで農家の資金要求と貸出の状態についてのアンケート結果：を表3よりみると、

2ha未満ではr必要分かさない」と贋記し允縫家の方が、「いつでも十分かしてぐ

れる」と答えた農家より多く、2～3ha規模では、ドいつでも十分かしてくれる」

と「必要分かさない」とが半々になっている◎ところが3ha以上では「いつでも十

分かしてぐれる」と回答し驚農家の方が多い。

　つまり表2と表3より以下のことが明らかになる◎・

　小規模農家では資金要求はあるが、必要分をかしてもらえず、借入金額は少なく

なっている◎大中規模農家では小規模農家とぐらべて「必要分かさない」と答える

農家が多く、小規模農家よりさらに資金需要が大きい◎しかし借入実額をみるとか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（91
なり多く、その要求はある程度満たされているといえる◎

　このことは、農協信用事業が大中規模農家に対してはその要求をある程度実現す

るのに役だっているが、小規模農家にとってはさほど役にだってはいないことを示

しており、農協が書架事業を前面にたてて事業運営を行なうことは、組合員の紹織

であるはずの農協が、小規摸農家を見落した運営に走ってし袋う危険性をはらんで

いるといえる。

　②　販売壌業

　農協の販売事業の性格を考えるために、震ず各作露の特微をつかんでおく必要が

ある。

　表4はいかなる規模の農家がいかなる作醸を1戸当どれだけ販売したかを示すも

のであるが、これによると、面積規摸が大きくなるにつれて農家1戸当の販売量が

ふえるものとして、都府県では、小麦、大豆、小豆．ばれいしょ、子豚、肉豚があ’

げられ、北海道では、小麦、大豆、小豆、ばれいしょがあげられる。これらの作目

を仮にAグループとして冷く◎

　次に面積規模が小さくても、農家1戸当の販売量が多い階層があるものとして、

　　　　　　　　　　　　　　　　　一窪玉．6一



表蛋 階履別二業生産物の販売数：量（販売農家一戸当）

　　　結　目

K　模
小　　麦 大　　豆 小　　豆 燃いしょ きゅうり な　　す と震　と はくさい

都府県 451ぎ9 38．醜 26．蕃望 35臆 88？．蚕 592溶解 1398．抑 1387．芽

　　　　ha◎ユ～α3

185．2 15．s 8．φ 100．3 垂3．9 51ユ 220．6 218．δ

0，3～0．5 251．1 19．9 王3．9 223．S 356．3 252．4 喚61．9 218．8

0，5～1．0 388．2 35．7 17油 273．9 85昏．3 58？．5 1玉88．9 Ilo9．2

LO～1．5 532．2 4嵐3 28．2 函8L9 1328．2 878．3 1623．5 182＆6

1．5～2．0 6？5．8 4，6．9 35．5 53垂5 1019．6 7幽3．9 1952．6 2058．3

2，0～ ワ63．1 ワ7．5 73．9 583．5 1057．8
　　　、
R9？．3 172？．o 197荏1，7

北海道 1114．3 徳94・，2 5喚4、．o 991L1 6δ2．8 362．3 ？28．8 墨20⑪．？

　　　　haOβ～2．0

…
？2．？ 92．6 182α9 346．5 183．0 408．崔、

1032．0

2．0～3．0 405．0 18．3 182．7 唾虜88，5 1722．8 675．5 1992．o 332L9

3．0～5．0 583．5 98．8 258．5 5脇？．6 99？．8 6巫4・．3 865．9 5985．7

5．0～7、0 823．8 208．0 ？51．2 11281．9 214．8
301 Q．2 362ユ 虜263．？

？，0～10，0 14410．2 64嵐6 ？20．5 16569．5 14虫5 1175．5 597．8 5278．6

10．Q～ 1689．4・ 12感5、0 1383．2 2磁313β 54，．5 936．0 46．0 682．3

　　　　品饅
v　．鎧

きゃべつ ね　　ぎ たまねぎ だいこん 肉　　鶏
bブロイラー

鶏　　卵 子　　豚 肉　　豚
悼

都府漿
　　　　91333、

虫40．
　　　　（910？8、 1202饗

、、、幽
　　　　銅感295． 1．82覇 王．66警

0，1～0．3 9嵐2 122．6 93．5 1廊5．8 35盈 38？8．8 0，21？ O．847

0．3～a5 835．9 218．1 8？5．0 38？．7 o．7 23341．ワ O，859 0，913

0，5～1．0 981．？ 853．2 lo65．7 816β 塗。、2 491？．◎ 1，439 1β89

1．0～肇．．5 1690．7 6蛋2，8 1827β 1？藁、？．3 241．9 5608．3 2，754、 2，303

1．5～2．0 1269．3 、541．9 874，．1 2⑪驚9．3 34，．2 5633．藤 3，？ワ8 2，82？

黛．0～ 1898．3 636．8 1106．6 2005．2 9．o 330⑪．8 8，93G 3，918

、

北海道 124，9．感 燭95．4 3983唾β 2966．3 0．9 6G83．3 ⑪，go◎ 1，381

0β～呂．0 372．0 8？．0 一 1938．1 … 16・57．6 1．藤29 2，G71

2．0～3．0 1240．8 369．8 848eo．0 5201．1 一 780圭．7 0，950 0，760

3．0～5．0 1658．？ 1123ユ 50919．o 藤6王3。0 3．8 10垂oe．3 e，？03 L290

5．o～ワ．o 1675．5 612．o 1373？．？ 2833．5 … 9呂51．o 0，64蛋 0，？23

？．0～10．0 501．3 488．3 ㎜ 1強81．壌・ ｝ 3507．2 o，836 L689

10．G～ 1155．0 1？2．5 一 3898．G 　 38Q9．？ α39G 0，932

。「農家の農業生産に関する二二」

　　　　　　　　　　　　一117一
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都府県では、きゅうり、なす、きゃべつ、だ震ねぎ、三三（ブロイラー）、鶏卵が

あげられ、北海道で嫉きゆう鉱なす、とま戯はくさ眠きやべつ、ねぎ、澄

いこん、鶏卵、子豚肉豚かあげられる。これらを仮にBグループとして妬くQ

　このA、B両グループは紮都府県と三訂道とで一部交錯するものもあるが、概し

てAグループは粗放的作物、Bグループは集約的作物と書うことが出来、中小規模

農家は集約作物を導入して経営対応をしているととることができる◎

　さてこうしだ作厨と農協販売嘉暦のあり方との関連であるが、販売事業の内容が

主としてAグループに類する作臣であると販売丸払も大規模農家の要求が大きく実

現することとなるが、中小規模農家の要求実現は相対的に小さなものとなる。

　しかし、農家がBグループに類する作饅を導入し、農協がその販売を考えるよう

になると、経営面積によって販売量が規定される割合は相対的に滅少し、面積の少

ない農家も農協運営に力を持つことが可能となり、農協廓業も大規模農家のみなら

ず、中小規模の農家くトも目を向けたものとなシ、脱農を勘さえる方向で農協が機能

する可能性も生まれてくる◎つ震り、営農のあり方、すなわち農民層の状態が醍協

の性格に反映し、逆にそうした農脇の性格が農民層の分解形態へ反映するといえる。

　ただここで注意しなけれはならないのは、表5に見られる販売事業についての農

家から農協への要望の中で上位をしめる価格補償制度、生産1：翫奇計画調整、市場情

報の伝達などはBグループの作醸にむいて特にむずかしいため、販売鶉業の際、農

協はきめこまかく対応しなければならないということである。この点、後述の丁農

協がどんな少量品目でもきちんととりあつかっている姿勢は注目に乱する。

　農協のとりくみ姿勢と関連して、せっかく作っても農協を通さずに生産物を販売

する農尿が存在している。その理由をみると（表6）「（農協が）とりあつかって

いない」「（農協以外が）積極的に買いにくるjという理由が最も多くなっている。

このことは逆に農協が販売対策に積極的にとりくめば、Bグループに類する品目で

ある、やさい、果物、畜産なども十分にとりあつかって行けることを示している。

　以上より、農協販売事業にむいては、小規模農家においても多くの販売量をあげ

ることが可能な作目を導入することによって、その事業を中小規模農家にまで目を

むけたものとすることが可能となり、農協の基礎としての組合員の経営と生活を守

り育てていぐ可能性が生談れてくる。
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表5　　農産物販売についての農家の趨協に対する志向

（％）

価格補償

ﾘ　　度

市場情報D

@伝　逮

加工施設の

@設　置

契約生産

ﾌ売のイ中介

生産繊荷

v癒調整
その他

特に意見

ﾍない
わからない

2？．3 5．？ 2．8 3．2 三命．G L2 36．2 10．2

・繊弱は衷1と同じ

表6　農協不売理由
（％）

とρあつ

ｩって
｢ない

価格

L利
精算
??
歩戻

ツービス

ｪよい

技術

w導

資金貸

tあ夢
義理
積極的
ﾉかレ、

ﾉくる

特に理

Rなし

わから

ﾈい

やさい

�@物

{　麗

広？

P．0

Q．6

2，働

O．3

Q．7

Lユ

B．3

P．6

G．1 ’o，5

O潟

α6

ｿ1

α1

O．2

θ．9

Oユ

3．王

P．3

?。

L乞

O．2

O．9

　o

潤D1

・鳩麟は表1と同じ

・璽複園答

　③　営農指導、串業

　販売串業を発展させる上で、震た農家の営農を守る上で当然要求されてくるのが、

各作目の生産にあたって技術的優位性を保つことであり、技術の優位性が規絡の統

一等を通して有利な価格へとはねかえってくる。

　これをすべての農協丁丁員が販売事業に積極的に関与していぐ点からみると、技

術指導の重点は、寮ず現在の作物の増嫁が中心になる◎次いで地域の特性を生かし

た多面性の追求（後述のF農協、肥農協の例など）．さらには同一種類の基幹作物

の集約化（たとえば澱原ばれいしょから食用ばれいしょへの転換など）、そして基

幹作目の省力化を前提として集約作黛の導入（複合経営）が考えられる。

　これらをF宿六、丁農協の事業計爾に晃られるように麹治体、農業改良普及所と

提携しながら実行して行ぐ必要がある。

　つまり有利な販売の条件として営農指導は欠かせぬものであり、全階鷹にわたっ

て生産指導が第1位で要望され．ている現状（表1）から、販売事業と結合した営農
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指導事業がますます重要になってきている◎

4　信用型農協と賞農指導・販売型農協との対比

　①　信用型農協

　信用事業を中軸として各事業を展開している農協の事例として十勝のN農協をあ

げてみる◎

　N農協管内は十勝中央部のやや南に位置し、畑作専業、酪農専業、畑酪混同経営

などが混在している◎ここはかって全村法入穿構想をうち出し共同化法人を多数生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幡
みだして全国にその名を知られた所である。

　この六畜は現執行体制の発足以来、信用を軸として農協経営と農家経営の結合が

はかられ、第1次、第2次、第3次5ケ年計画、さらに農協長期計画へと進展する

中で、ド近代化」路線の先端をきる農業展開を行なってきたが、そのもとで今日、

地力問題、負債重圧、離農の激化など多くの問題をひき冷こしてきている。そうし

た意味で一つの典型として検討の素材としたい◎

　この農協の基本としての考え方は「生産過程（農家）と流通過程（農協）を計画

的に結びつけようとすればその接点としての役割は指導事業よりむしろ金融政策、
　　　　　　　　　　　　　（11｝
すなわち信用事業が負うべき」であり、農協経営の計画化を軸として農家経営が計

画化され、農協の側から農家を把握して行くという指向がよみとれる。

　そうした状況下では、表？を年次を追って見ると明らかなように農協経営確立の

ために、一方では農家経営の計画化・合理化がはかられ、農業の企業化が基本方針

として強調され（表7のN農協の項のうち蛋ユ年一1一（31、42年一1、唾5年一

3など）（以下記号は斥とえばN盤協42年一！とあればN農協の基本方針中、蛇

年の第1項をさすものとする。）他方では農協欝体の含理化、機構改革、部門別独

立採算制がめ．ざされている（40年一3、感1年一2・3、42年一3、45年一

蛋、曇6年一転　47年一喚、48年一3、49年一一3）Q

　さらに農協から農家を把握する手段として組合員勘定制度が用いられ、生産・生

活両薗への監視も強まっている（45　2年一2一一（1））o

　こうした事業内容を基本とする所では、営農の方向性も、農協から農家を把握し

やすいように、作目の単純化をベースとし（47年一2）、機械の効率利用のため

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　一一120一



拠　1 表7 各農協各年度事業計画概要

N　　　　農　　　　協 F　　　　農　　　　協 ㌍　　　農　　　　協

昭和虫0年度 冷害の後始末を念頭に 凶作後対策 L　高台平趙地帯　大回機械化の協同利用による耕±三二、省力栽培

1，生産及所得の積極的拡大 1．資金面で再生産の支障をきたさぬよう対策 により生産の増大

（夏）農業構造改善の叢進　働　安簸作物の蓮点作轡 露．営農計画書にもとつく経営i港導 馨．山台傾斜地帯　温暖な回れ一気潟に適する果樹、園芸作物そ菜

（3＞生産各部門に亘る専門的部制活勤の権進 3．町の闘孫機蘭と密接な連けい 等の繍儲鐸を推進

2．農家経済の安定牝 3．近代化資金の運用で肉ヰ、肉豚、養鶏等の多頭飼膏奨励

〈亙）消費生活の計画化　（2｝低位生産農家対策の欄立推進 φ．農業経営安建のため貯蓄、共済の増強、資金蓄積

（3）後継者対策の羅立　㈹　設備投資：の篠延

3．農協組織の体質改善

｛9　生産に直結した作冒別奪門事業部制への再編成

（2）機能的組織への独立

（3）綜合的企画調整機能の整備強化，

暢、単協の広域化推進

昭熱些1年度 三．組合員経済の安定成長 1，営農計画を基礎として安定経営を計る 1．高級菜豆を基韓作物とし、安全姓の高いビート、馬鈴薯、その他

1夏）安定作物重点作付、所得増大 2．経営規模の適正化 豆類を折り込んだ営農計画

（2）経費の計法的支出による黒字決：算実現 資金衝で拡大資金、その他再生産資金の遅漏：大 2．菌核対策に霧憶工夫

㈲農業の企業化推進による所得の倍増と後継者の確保を磨る為、 3、そ藁、特用作物の生産振興と販路の拡張を図って生産者の収益

法入組織の質的発展を期する。 増加　　　　　　　　　　　　　　　　　’

2．事業部綱活勲の推進 蛋．肉牛、四二の増殖奨励

（1）作目劉に生産に直結した事業部が組織楼能を発揮する体制 5．機械化、規漢拡大資金のため、駐蓄・共済の増力臼

（2＞酪農事i業榔体：制の綜合緩織化 6．趨勘2聯邑にあたり営農設計を墓盤に計画経営を髭進、営農相談

（3）市乳の飯島に直結した製造体：制 豊の積極的矛翻

3．農協組織の単純化 7．反転容土壌i業§ケ隼計画鮪始

（劫　各山門に亘る合理化を進める

（2）完全独立採算制を強める

（3）　単二の広域イヒを推進

昭和蚤2奪度 1．農業経営の企業イヒ 1．冷二三根絶のため技術向ま：㍉所得拡大 1．農業毅良費及務の二三で曳高台、下三共に適地適作による作§の

〈1＞盈産法人の体質構造の敬革 2．二部資金を三三し、再生産資金鉱大資金充実 選窟、安ゑ欝歎。認A生産計薩推進

（2＞地域溺蛍農類型を再嬢討し、灘憲経営講造鼓箪を馨標に3醸 2．麟簿入で灘藪興織る増収と併せ棚肋増産による富加培

農業確立 養で生騒増張

（3｝生産組織・広域生産旛殺の再編整備
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Na　2

N　　　　農　　　　協 P　　　　農　　　　協 τ　　　　農　　　　協

42年つづき （4）地域農業振興計画に密着した営農推進体劉の整備強化
一

2．効率経済の推進

（1）営農計画、生活設計に対する厳正な査定に基く組勘、法勘制度

運用の適正化

（2）留主資金蓄積の強化と義定化負債解消

（3）経費支出規制

3．独立採算制　　　全都門で実施

昭和喚3年度 1．　3。3農業の徹底滲透による所得拡大 1．構造改警、圃場整備、パイロット事業、協業化推進 1．高台地区　　　反転客土、心土耕、混屡耕鋤耕土改良　甜菜、

2．営農計画の完全な実行 乞．冷害対策 馬鈴薯等安全多士性作物の輪作

3．経営者意識の昂揚 3．購販事業通して経営改讐 特産高級菜豆の品種更新、採種圃の設置
隙

4．南十勝合理化澱粉工場の実現　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ 4．低位生産農家の指導育成 2、飯台地区　　　ぞ藥の積極的推進、生産の増加と販路の確保を図

って集荷販売の一元化、生産者の収益増加

り

3．後継者育成のため村、婦人部、青犀部と提携し、講演会・研修会

等を開催

紹和4φ年度 1．所得拡大と企業採算性の向上 1．　自由化による打撃、余剰：米増、食管赤字 1．食管改変などきびしい情勢のもと、農協経営は組合と組合員の

2．経営管理能力の向．上 農業経営内合理化不可能、経営拡大限界 密着化の必要性

3．自己資本の充実による財務の健全化、組合員の資金需要、各種事 2、そこで生産者感謝の技術協定、共同化。協業化控進 2．主面普及所の捲導を受けつつ、寒地作物である根菜類を中心とし

業の拡張に伴う資金需要の増大に対応し、農協財務の健全化 3．必要な資金六宮、供給販売体制の確立、購買品供給 て栽培奨励・安定化

4．農協運転資金は貸付。設備の増大により枯渇化のだめ、固定化資 3．澱原馬鈴薯は生産計画に立脚した集荷計画

金の長期的流動化に全力傾注 4．下血ではそ菜園芸組合と連絡のもとそ菜栽培に援助協ヵ

5．南十勝農工連の設立

昭和昏5年度 三．経費据置、売上1割増加運動 1．営農集［謝ヒ育成で労働の不足をカ・く｝ 1．藤得増舶のため、需要度の高い作物を計画的に生産、農協一元

2、畜産の積極的拡大 2．機械化共同による経費節減、規模拡大等による生産費の軽減の 集荷、多元販売方式

3．農業の企業化 方向 2．喬台地帯　　　耐冷性の高いビート、馬鈴薯を主幹作物あわせて

4，農協業務の機構改革 3．技術協力、品種選定等で生産物の商品価値向上、そのため生産技 高級菜豆生産、肉畜飼黍で密産収入増舶と地力維持

5．農場5ケ年計画の策定素立 術、資材供給、消流、資金等すべてを傾注　　　　　　　’ 3．下台地帯　　　水田転作を考慮し、そ菜栽培、一元集荷

6．農協経営の内容充突 塾．畑作、麿産物　主産地形成に主眼、流通弼の醗発 多元販売により所得増大

5．政府の総合農政は当地に適合したものを検討の上とり入れる 癒　そ菜出荷所の建設、とりあえず利用工揚を改修
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陶」3

N　　　　農　　　　協 F　　　　趨：　　　協 丁　　　　農　　　　協

昭矛蝕6年度 ユ．農業機械利用組織の丁丁研究
　　　　　　　　4ek市二二協力の上・営農類型を確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唾 1．「自喪建設路線の磯立」「総合力の発揮」

2．養鶏団地事業推進（第2年次） a　営農集二化二進、二三の勝色発揮 臥　組合員と農協が一体となって協同組合精神に徹し、自主、自立

3．養豚団地事業の推進 3．品種、品位を統一し、銘柄確立 ：互助によ夕内外に対処

嵐　機構改革（第2段階） 虫　2次構の指定をうける 3，「一人は万人のために、万人は一人のために」にもとづき農業発

5．生産組織の再編成 5・資金需要をみたすため・農協自己資本の充実 展

6．農業管理センター落成 生　高台地区はビート、馬鈴薯等耐冷作物を基幹として規模拡大、大

型農機具による省力栽培

5．平台地区は＝：門構米の減反調整とあわせ、そ菜の基盤づくり、

小反男1野営の農家所得拡大

昭和4？年度 1．高能面、高所得農業の推進 1．営農集団化、協業話語進 三．組合経営安定維持のため、組合員と農協役職員が一丸となって

鉱　高能…盈虚所得農業の確立のため、こ次構、稲転事業等政府の 対処　　　　　　　　　■

3．　　生産組織再編成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ 政策を高度に活用 乞．甜菜、馬鈴薯等醗冷作物を基幹とした適正輪作営農型式を堅持

生産団地、大型機械共周利用組織の丁丁 3．玉ねぎ、馬鈴薯、人参、丁丁等青果物の近代化事業 3．離農跡地は組合員の経営規模拡大へ

虫　農協経営の合理化 垂．消費者要求にマ・テした農畜産物生産、市場性の高揚 壬．下台ぱ二次構（第2年度）計画完全実施

5．　2次、3次加工の研究開発 5．営農指導事業を主体とした生産から流通までの一貫した事業を

欝しすすめる。

昭和48年慶 1．営農臨地の推進 1．重氏安定運動 1．土地買占め、貿易自由化などの中で農協は組合員の生産と生活の

2．生産組織の再編成 2．自主経営確立、集國組織経営を中心とした農業 協同体であることを再認識

3．農協経営の合理化一法入組織の自主性確立、経営合理化、規模 3．米は食糧基地としての生産体髄 2．高台地区は甜菜、罵鈴薯、豆類の機械化栽培、将来への経営変化

拡大のため農：地信託事i業 4．燭作物は経験を生かし、需給を検討し、青果物へ も予測し高原野菜の方向へ

4．　2次、3次加工の研究開発 5．組会員、農協～体となって生産から消流まで作業分担機能の発揮 3．下野地区は高度な集約型経営へ移行

5．5・5・5運動の前進一内延的生産拡大一 虫　村当局、農業改良普及所の指導協力をあ灘ぐ

5．農地等処牙事業を通じて組合員の利益擁護、農地薙保

昭和感9年慶 1．高能箪高所得農業の開進 1．生産費に見合う農畜産物価格の獲得運動 1．農業経営○合理化、生産の増強

マシーネンリングの確立、流通機械近代化 2，生産調整後の復元対策 2．地域の農業生潅を筒め、組合員の生活安定をはかる

2．不要不急投資の抑制 3．畑作の所得拡大のための青果物移行、それに対応し共販体制推進 3．種々研究、調査の継続

資金管理の強化、諸経費の合理的節減 品質の向上と主産地の地位高揚 屯　乱獲広域化については、当顧隣接農協間で事業提携、複雑化する

3．農協経営の合理化 生　農業再生産必要物資の確保、安緬獲得 業務に対して合理化

生　生産：諸資材の優先確保 5．営農団地を軸として効峯ある営農描進

5．飼料自給度の向．上と体劉推進 6．金融引締、高金利下で再：生産資金の万全盤給

6．自主価格、防疫基金制度の検討実施

一ユ25一



大規模花の：方向がうち出され、高能率・高所得農業をめざす形（毫7年一1凶9

年一1）で「近代化」路線が推進されて行く。そのもとで多くの問題が発生してき

ていることは前述の通りである◎

　②　営農指導・販売型農協

　営農指導事業と販売国税を中心として箏業運営を行なって農協として上川南部の

F慶協と胆振爾部のτ農協を例としてとりあげる◎

　F農協管内には水田作と畑作の両地帯があり、以前から多品渇地帯であったが、

最近玉ね甑はじめ青果物の生産が即してきている1踏

　？農協管内には一般畑作から集約畑作に移行しつつある高台地区と、水稲から集

約そ菜へ転換しつ＼ある下等地区Qこ二地域があり、小規模二半を集約化で克服し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13｝
営農をつづけている農家が多数存在している◎

　この二つの農協は、営農指導学業と販売事業を密着させ、欝らの力で地域の特性

にあわせた農産物を生産し、それを下竜安定した有利な価格で販売する体制（その

ために布場開発、市場調査も徹底して行なっている）をつく．り、活発な事業運営を

行なっている。その意味で北海道に欝ける営農指導・販売型農協の典型としてとり

あげる価値があるものと思われる◎

　さてこれらの慶協の特徴は、農塚の側から農協経営のあり：方を規定している点で

ある。愛農協の組合長が「鐸協は伺のためにあるのか㌔ということをいつも考えて

いなければなりません。観念論でなく、農家を具体的にどうやってもう・けさすか、

そのために農協がどういう手助けをするのか。それを考えるのが農協の仕婁だと思

って興す。（1雪と語6都るように濃雛営融厩膿野冊鱒在し旧る

という考えが常に基本にあり、組合員と農協役職員が一体となって事態に対処する

姿勢がつらぬかれている（饗農協　肉感年一1萬曇6年一3、轟？年一1、曇9年

一2）。

　このように基本はあく癖でも個々の農家にあるため㌔営農指導は個々の地帯溺に

個別具体的である。F農協についてみれば水田作と畑作地帯にわけ、品種、贔位を

統一し、銘柄を確立する努力を行ない、所得拡大をめざして積極的に青果物を導入

している（F農協　蛋6年一3、蜘？年一3．感8年一3・墨）◎？農協では野台

地区には水稲転作を考慮してそ菜を導入し、ハウス栽培を中心として高度な集約型
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経営への移行がはかられ㌔高台地区では耐冷作物を中心に輪作の確立㌔耕土改良、

畜産導入による地力維持、最近では旧来への経営変化を予測し高原野粟導入（かぼ

ちゃ、レタス、きゃべつ曳にんじん、だいこん、はくさいなど）の方向などがきめ

こまかく示されている（7農協　魯O年一！・2、藝1年一1・2・4、42年一

2、43年一い2㌔彊年一転儲年一2・呂㌔46年一垂・5、47年一2、

墨8年一2・3）○な瀞これらの嶺業に衛町村、農業改良普及所が積極的に協力し

ていることもまだ一つの特色である（留農協　蛋3年一！、藤4年一2、48年一

曇）（F農協　蛋。年一3、盛6奪：一1）⑪

　さてこれらをささえる資金簡であるが、億用事業は先のN農協が貸付等信用事業

を軸として農協と農家を結びつけていたのと異な抄、農家の堅実な：再生産を・保障す

るための融資とそれを麟己資本から確保するために貯金、共済事業がすすめられて

いるにすぎない（τ農協　藤O年一曇紮轟1年一ち）（撃農協　墾0年一1、4乞

奪一2、46年一ち、喚9年一§）萄つまりあくまでも営農指導事業・販売事業が

中心で、信用事業はそれを補完するという形をとっているにすぎない◎信用型農協

との差iはこの点である。

　こうしだきめこ襲かな営農指導にもとづいて生産される作物、畜産物は当然バラ

エティに竃んだものとなるだめ、農協として販売二業に力点を齢かざるを得ない。

　愛農協の場合，農協・…元集荷、多元販売方式をとり、市場調査には生産農i豪も参

加している（学農協　藤玉年一3、虚愚年一璽，喚9年…3）o

　罫農協は丁農協濫参さらに二品麹地帯であるが、営農技術指導で商品価敏を向上

さぜ、主産地としての地位を確立し曳消費者要求をも考慮し、生産から流通まで一

貫した体制をとっている。さらにここでは全道でもめずらしい完全共販体制を推進
　　　　　　　　　　　　　　α5｝
している点に注醒する必要がある（F農協　農・5年一3・喚、幽？年一4・5、弼

年一5、　藤9年一3）○

　それに加え、こうした徹底しだ販売事業が最近、生産費に見あう農産物価格の要

求運動へもひろまってきている点に注霞したい◎農業をめぐる動きがきびしくなっ

てきている中で、対応策として農業内的に工夫塗なすだけでなぐ、さらに一歩発展

して外的条件をかえて行く動嚢へとつらなってきている点は、こうした農協事業の

方向が、より深く、よ診広くひろがって行ぐことを明らかに示している（F農協
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蛋8年Ll、喚9年一胤）Φ

　最後にこうした営農指導・販売型農協が政策にどのように対応しているかみてみ

よう◎

　信用型農協の例として出したN農協では、各年次とも生塵組織の再編成愚営農団

地の推進という事業計画が出されている。F農協、りP農協の場禽亀構造改善、営縫

団地、稲転事業の計爾が出されて欝り嘱そのかぎりに冷いてはN農協とさほどかわ

りはない。しふし問題は中味であってF農協の計画にみられるように政府の政策を

高度に二二し、地域に適回したものなとり入れるという形がとられている（F農協

蛋5年一一5、　φ？年一2）（？農協　墨6年一5）oまた㌔農協広域化の問題につ

いても慎重な態度がとられている（丁農協　感9年一蛋）◎これは営提指導二業、

販売正業：重視の農協乱淫が農協の鐵主性を吃形成してきている点として今後への貴

重な示唆を与えているといえる◎

5　農協事業運営の重点下向

まとめと今後の課題

農協は資本体・経営体としての側爾と、組織体噸動体としての側醜もつカ・撃6）

組織体・運動体の側面から考えてM・な二業ラ鉤（経営としての方向）カ・とられ

るべきかと考えると、あくまでも組織構成の主体である組合員の営農と生活が守ら

れるものでなければならないΩその点から考えてド今後の農協嶺業は信胴事業中心

から営農指導・販売箏業中心へと転換すべ選である◎先の醜鑑協のような運営方式

はとっていないまでも転米作地帯の農協の多くは食管鋼渡をよりどころとして難業

を続けてくることができた◎米生産であるから販売対策もさほど重要ではなかっ疫Ω

しかし生産調整期に入り、今またその終了期にあた鉱今後の方向蜜打ち出さなけ

ればならない時期にきているQこうし癒時に農協鋸業の方針として営農振回事業。

販売第業を高くかかげることは営農上．ま流農協経営上の積極的意義づけに加え、

農協の爵立性をも形成して行ぐ点で重要である。（畑作地帯に蔚いてそれが必要な

ことはF農協、T’農協の例にみられる濫うに明らかなことであるQ）

　さて、ではどのようにして信屠型農協唆だは何もやってこなかった農協から営農
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指導・販売型農協へと転換させていくのか⑪

　これが今後追求されるべき最大の課題なのであるが、その解明には地域農業の構

造、農協指導者層の系譜・性格の分析、農協労働運動、農民運動など各側面からの

分析が必要であり、現状ではだだちに解答をひきだすご之はできない。

　しかし、この事業方向転換の鍵を呉体的な事例の中から考えると、以下の二つが

あげられる9

　一つは農家の考え方である⑪先にあげた農協管内の農家の事例ぽかりでなく、磨

らの力で新允な経営展瀾を行なっている農家は、そ’の出発点に．それま・での慮己の

経営の実態や、その地帯に欝ける農業の実態に対する批判的検討がなされ、その上

で克服の方向がうち出されてきている⑪今臥こうした欝生的な動きの芽をそだて

て行くことが大切になってきている。この点が第～に留意すべきことである◎

　第二はいかなる方向から農協をみるかという視点の問題である。すなわち農協か

ら農家を見るのではなく、農家から農協を見るように視点をかえることである。こ

のことは先の二つの型の対比をみれば明らかであろう◎この点について、たとえば

各農協で作成している営農計画書も農協の側から農家を監視する武器とするのでな

ぐ、逆に農家の経営と生活を改善して行ぐ武器とすることも可能である。

　こうしたより一歩深い所での視点の転換、そしてどのようにしてその転換がなし

うるのかを解明することが今後の課題として残されている◎

　そのために、一つは全霊協の二業内容を数量的に把握伝各事業間の比較と、各

農協間の比較とを行ない、その中で特徴的な農協を徹底的に分析することと、もう

一つは、生産調整終了期にあだり、新たな胎動を開始している農協が発生してきて

いるが、その変動過程を正確にあとづけて分析する中から先の課題の解答をひき出

していきたいと：考えている。

注（隻）近藤康男「協岡組合原論」から岡ヂ高岡組合の理論」へとつらなる一連の

　　著作

　（2）近藤氏の、協同組合はポ拘束された商企業」であるとする規定や、商業資本と

　　しての性格吟味などについて、三輪昌：男氏の詳細な検討（三輪昌男「協同組合

　　の基礎理論」）を参照のこと◎
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（3）協同組合の原型を労働者消費組合とする説と小生尋者協同組合とする説とが

　ある。

　渡辺基「協同組合の基礎理論と運動論」（東北大「農業経済研究報告」癒？）

　三輪　前掲書を参照のこと。

（4）伊東勇夫氏は協同組合の役割は固定的でなく、客観的条件とそれを担う主体

　的条件とによって異なり、協間組合と資本主義との関係も客観的視角と主体的

　視角との両側面から：考察し統一的に把握する必要性についてのべて診られる。

　（伊東勇夫「現代座本協同組合論」）

（5）山焼定市「現代の農協理論」

　　僻にその避～懸章に訟いて地域問題、生活問題などとの関連で農協の役割が

　考察されている。

　　足羽進三郎編ド農脇の現状と課題」に澄ける歴典分析、現状分析略参照のこと。

㈹　この点は七戸長生ド『個溺経営の毒件としての農協』試論」（北大農経論叢

　第30集）ですでに鮨嫡港れている。

（7）　こうした事例については

　　農協中央会ヂ農業協隅呼野」各号に慕例報告がある。

　協同組合経営概究所f協同組合経営概究月報」黒9？2、蒸0月号

　19？3年玉月号など、金農協労連「労農のなか震」197忌、6～玉。月号など

　も参照されたいQ

⑧　七戸　前掲論文

（9）表2と表3で年次的ずれがあるが、表島について、昭和癒2年度分をとって

　比較してもほぼ岡じ結果：になる爵

蕪。

｛1韮l

112｝

｛13｝

f農業法入と協同華華」（r臼本の農業一あすへの歩み」融盈蛋）参照

同上書　P・鮒より

太鴎原高昭£多面的発展を追求する窟良野市農業」

　　　　　　　　　　　（「北方農業」玉§？癒年菟2月号）

北海道選良野市f特産化団地農業の回天」（昭和喚8年3月）参照・

太猫原高昭r洞爺村の施設園芸と畑作複合経営」

　　　　　　　　　　　（ヂ北方農業」筆9縁年6月号）参照
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㈱　太田原　　　同上論文より

㈱　F農協の共販については、同市内の青果会社の買取価格と比して、有利な価

　格を形成するだけの力をつけて窪ているgこの点、管内の1◎数戸の農家の聞

　きとりの範囲でも評判は良いQ

⑯　美土路達雄r働くものの農協論」参照のこと◎

　農協は組織体，経営体、資本体，運動体というド四つの顔」奮もつことが指摘

　されている◎
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